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【平成３０年度】

【令和元年度】

（１）ー②授業科目表に関する変更内容
　　　　 　　　　

・担当教員変更により、「（留）日本の文化・地理・歴史」の教員の配置を「兼1」から「准教授１」に変更。
・担当教員変更により、「（留）日本の社会・政治」の教員の配置を「教授１」から「兼1」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「科学・技術の社会」の教員の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「現代の科学技術」の教員の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「平和学入門」の教員の配置を「兼1」から「兼3」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「国際平和交流セミナー」の教員の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「Theme Study」の教員の配置を「兼1」から「兼14」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「Cross-cultural Encounters」の教員の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「Basic Communication Skills」の教員の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「Intermediate Seminar」の教員の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「Global Fieldwork Project」の教員の配置を「兼1」から「兼3」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「シチズンシップ・スタディーズⅠ」の教員の配置を「兼1」から「兼3」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「スポーツ方法実習Ⅰ」の教員の配置を「兼1」から「兼22」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「スポーツ方法実習Ⅱ」の教員の配置を「兼1」から「兼19」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「教養ゼミナール」の教員の配置を「兼1」から「兼18」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「Study Skills α1」の教員の配置を「兼0」から「10」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「Study Skills α2」の教員の配置を「兼0」から「7」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「Study Skills β1」の教員の配置を「教授2」から「教授1」、「兼0」から「兼9」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「Study Skills β2」の教員の配置を「教授2」から「教授1」、「兼0」から「兼6」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「CALL1」の教員の配置を「兼0」から「兼7」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「CALL2」の教員の配置を「兼0」から「兼6」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「日本語Ⅶ（聴解口頭a)」の教員の配置を「兼1」から「兼8」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「日本語Ⅶ（聴解口頭b)」の教員の配置を「兼1」から「兼8」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「日本語Ⅶ（読解a)」の教員の配置を「兼1」から「兼6」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「日本語Ⅶ（読解b)」の教員の配置を「兼1」から「兼6」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「日本語Ⅶ（文章表現a)」の教員の配置を「兼1」から「兼5」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「日本語Ⅶ（文章表現b)」の教員の配置を「兼1」から「兼5」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「日本語Ⅷ（アカデミック日本語a)」の教員の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「日本語Ⅷ（アカデミック日本語b)」の教員の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「日本語Ⅷ（キャリア日本語a)」の教員の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「日本語Ⅷ（キャリア日本語b)」の教員の配置を「兼1」から「兼2」に変更。

・適正なクラス数の配置により、「フランス語基礎１」の教員の配置を「兼2」から「兼3」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「スペイン語基礎１」の教員の配置を「兼2」から「兼3」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「中国語基礎１」の教員の配置を「兼2」から「兼3」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「イタリア語基礎１」の教員の配置を「兼0」から「兼3」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「フランス語基礎２」の教員の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「スペイン語基礎２」の教員の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「中国語基礎２」の教員の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・担当教員変更により、「イタリア語基礎２」の教員の配置を「教授1」から「兼1」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「スペイン語展開１」の教員の配置を「兼2」から「兼3」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「中国語展開１」の教員の配置を「兼2」から「兼3」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「イタリア語展開１」の教員の配置を「兼0」から「兼3」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「フランス語展開２」の教員の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「スペイン語展開２」の教員の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「中国語展開２」の教員の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・担当教員変更により、「イタリア語展開２」の教員の配置を「教授1」から「兼1」に変更。
・担当教員変更により、「経済学入門」の教員の配置を「教授3」から「教授2」に変更。
・担当教員変更により、「経営学入門」の教員の配置を「准教授1」から「准教授2」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「統計学入門」の教員の配置を「教授3」から「教授5」、「准教授2」から「准教授1」に変更。
・着任年度の職位と完成年度の職位が異なる者により、「食科学概論」の教員の配置が「准教授1」から「兼1」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「食科学のための資史料論」の教員の配置を「准教授1」から「准教授2」に変更。
・担当教員変更により、「食科学のための生物学」の教員の配置を「助教1」から「教授1」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「総合講義Ⅰ（世界の食と経済）」の教員の配置を「教授0」から「教授1」に変更。
・担当教員変更により、「基礎演習Ⅰ」の教員の配置を「助教2」をやめて、教授を2名追加し、「教授8」に変更。
・担当教員変更により、「基礎演習Ⅱ」の教員の配置を「助教2」をやめて、教授を2名追加し、「教授8」に変更。

　　　　 　　　　

・科目追加により、「特殊講義（映像メディア実践入門）」を追加
・適正なクラス数の配置により、「災害と安全」の教員の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・担当教員変更により、「（留）日本の社会・政治」の教員の配置を「教授1」から「兼1」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「科学・技術の社会」の教員の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「現代の科学技術」の教員の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「（留）日本の自然・科学技術」の教員の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・科目追加により、「特殊講義（実践データ科学1）」を追加
・科目追加により、「特殊講義（実践データ科学2）」を追加
・適正なクラス数の配置により、「平和学入門」の教員の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「戦争の歴史と現在」の教員の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「国際平和交流セミナー」の教員の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「Theme Study」の教員の配置を「兼1」から「兼23」に変更。
・科目追加により、「Playing with Playfulness」を追加
・科目追加により、「Introduction to Global Justice」を追加
・科目追加により、「Sustainable Development Goals (SDGs) in a Nutshell」を追加
・適正なクラス数の配置により、「Cross-cultural Encounters」の教員の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「Basic Communication Skills」の教員の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「Basic Academic Skills」の教員の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・留学プログラムの統廃合により、「言語・文化・社会BⅨ（海外留学プログラム）」は未開講。
・留学プログラムの統廃合により、「言語・文化・社会BⅩ（海外留学プログラム）」は未開講。
・留学プログラムの統廃合により、「言語・文化・社会BⅩⅠ（海外留学プログラム）」は未開講。
・留学プログラムの統廃合により、「言語・文化・社会BⅩⅡ（海外留学プログラム）」は未開講。
・適正なクラス数の配置により、「Global Fieldwork Project」の教員の配置を「兼1」から「兼4」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「シチズンシップ・スタディーズⅠ」の教員の配置を「兼1」から「兼3」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「全学インターンシップ」の教員の配置を「兼1」から「兼4」に変更。
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（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、
　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。
　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除してください。

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を
　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

[　　0　　] [　　6　　] [　　0　　] [　　6　　]

257 40 3025 251 40 296 5

設置時の計画 変更状況
備考

必修 選択 自由 計（Ａ） 必修 選択 自由 計

・適正なクラス数の配置により、「スポーツ方法実習Ⅰ」の教員の配置を「兼1」から「兼22」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「スポーツ方法実習Ⅱ」の教員の配置を「兼1」から「兼20」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「教養ゼミナール」の教員の配置を「兼1」から「兼17」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「ピア・サポート論」の教員の配置を「兼1」から「兼4」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「Study Skills α1」の教員の配置を「兼0」から「兼9」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「Study Skills α2」の教員の配置を「教授2」から「教授0」、「兼0」から「兼8」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「Study Skills β1」の教員の配置を「教授2」から「教授1」、「兼0」から「兼8」に変更。

・適正なクラス数の配置により、「Study Skills β2」の教員の配置を「教授2」から「教授0」、「兼0」から「兼6」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「CALL1」の教員の配置を「教授2」から「教授1」、「兼0」から「兼6」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「CALL2」の教員の配置を「教授2」から「教授1」、「兼0」から「兼6」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「English Workshop」の教員の配置を「教授2」から「教授1」、「兼0」から「兼9」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「English for Career Development」の教員の配置を「教授2」から「教授1」、「兼0」から「兼4」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「日本語Ⅶ（聴解口頭a)」の教員の配置を「兼1」から「兼7」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「日本語Ⅶ（聴解口頭b)」の教員の配置を「兼1」から「兼8」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「日本語Ⅶ（読解a)」の教員の配置を「兼1」から「兼6」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「日本語Ⅶ（読解b)」の教員の配置を「兼1」から「兼6」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「日本語Ⅶ（文章表現a)」の教員の配置を「兼1」から「兼5」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「日本語Ⅶ（文章表現b)」の教員の配置を「兼1」から「兼7」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「日本語Ⅷ（アカデミック日本語a)」の教員の配置を「兼1」から「兼3」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「日本語Ⅷ（アカデミック日本語b)」の教員の配置を「兼1」から「兼3」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「日本語Ⅷ（キャリア日本語a)」の教員の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「日本語Ⅷ（キャリア日本語b)」の教員の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「スペイン語基礎１」の教員の配置を「兼2」から「兼4」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「中国語基礎１」の教員の配置を「兼2」から「兼5」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「朝鮮語基礎１」の教員の配置を「兼2」から「兼4」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「イタリア語基礎１」の教員の配置を「兼0」から「兼2」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「フランス語基礎２」の教員の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「スペイン語基礎２」の教員の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「中国語基礎２」の教員の配置を「兼1」から「兼3」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「朝鮮語基礎２」の教員の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・担当教員変更により、「イタリア語基礎２」の教員の配置を「教授1」から「兼1」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「スペイン語展開１」の教員の配置を「兼2」から「兼3」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「中国語展開１」の教員の配置を「兼2」から「兼4」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「イタリア語展開１」の教員の配置を「兼0」から「兼2」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「フランス語展開２」の教員の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「スペイン語展開２」の教員の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「中国語展開２」の教員の配置を「兼1」から「兼3」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「朝鮮語展開２」の教員の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・担当教員変更により、「イタリア語展開２」の教員の配置を「教授1」から「兼1」に変更。

・担当教員変更により、「経済学入門」の教員の配置を「教授3」から「教授2」に変更。
・担当教員変更により、「経営学入門」の教員の配置を「准教授1」から「准教授2」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「統計学入門」の教員の配置を「教授3」から「教授5」、「准教授2」から「准教授1」に変更。
・着任年度の職位と完成年度の職位が異なる者により、「食科学概論」の教員の配置が「准教授1」から「兼1」に変更。
・開講期間の変更により、「エコノメトリックス」の配当年次を「2前」から「2後」に変更。
・担当教員変更により、「行動科学」の教員の配置を「教授2」から「教授3」に変更。
・教員の職位変更により、「食と環境」の教員の配置を「准教授1」から「教授1」に変更。
・担当教員変更により、「経営組織論」の教員の配置を「教授1」から「兼1」に変更。
・着任年度の職位と完成年度の職位が異なる者により、「食と現代社会」の教員の配置が「准教授1」から「兼1」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「食科学のための資史料論」の教員の配置を「准教授1」から「准教授2」に変更。
・担当教員変更により、「食科学のための生物学」の教員の配置を「准教授1＋助教1」から「教授2」に変更。
・担当教員変更により、「おいしさの調理学」の教員の配置を「助教2」から「准教授1＋助教1」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「ガストロノミックスタディプロジェクトⅠ」の教員の配置を「教授2＋准教授1」から「教授6＋准教授3＋兼
1」に変更。
・担当教員変更により、「基礎演習Ⅰ」の教員の配置を「教授6＋准教授5＋助教2」から「教授5＋准教授6＋助教1」に変更。
・担当教員変更により、「基礎演習Ⅱ」の教員の配置を「教授6＋准教授5＋助教2」から「教授5＋准教授6＋助教1」に変更。
・担当教員変更により、「入門演習Ⅰ」の教員の配置を「教授7＋准教授3＋助教1」から「教授9＋准教授4」に変更。
・担当教員変更により、「入門演習Ⅱ」の教員の配置を「教授7＋准教授3＋助教1」から「教授9＋准教授4」に変更。
・開講期間の変更により、「卒業研究」の配当年次を「4通」から「4前・後」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「スペイン語で読み解く社会と文化A」の教員の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「スペイン語で伝え理解する生活世界A」の教員の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「スペイン語で読み解く社会と文化B」の教員の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「スペイン語で伝え理解する生活世界B」の教員の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「中国語で読み解く社会と文化A」の教員の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「中国語で伝え理解する生活世界A」の教員の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・適正なクラス数の配置により、「中国語で読み解く社会と文化B」の教員の配置を「兼1」から「兼2」に変更。

（２） 授業科目数
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４．既設大学等の状況

大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍 年度 年度 年度

人

法学部

　法学科 4 720 ― 3,055
学士
（法学）

0.98 ―
昭和
23年度

平成30年度入学定員減（△35
人）
平成31年度入学定員減（△35
人）

経済学部 4 760 ― 3,085 ― 1.02 ― ―

　経済学科 4 760 ― 2,885
学士
（経済学）

1.02 ―
昭和
23年度

平成29年度入学定員増（260
人）
平成31年度入学定員減（△35
人）

　国際経済学科 4 ― ― ―
学士
（経済学）

― ―
平成
18年度

平成29年度より学生募集停止

経営学部 4 795 ― 3,205 ― 1.00 ― ―

　経営学科 4 650 ― 2,610
学士
（経営学）

1.00 ―
昭和
37年度

平成29年度入学定員増（65
人）
平成31年度入学定員減（△25
人）

　国際経営学科 4 145 ― 595
学士
（経営学）

0.98 ―
平成
18年度

平成31年度入学定員減（△5
人）

産業社会学部 4 810 ― 3,420 ― 1.00 ― ―

　現代社会学科 4 810 ― 3,420
学士
（社会学）

1.00 ―
平成
19年度

　　現代社会専攻
　　メディア社会専攻
　　スポーツ社会専攻
　　人間福祉専攻

4 760 ― 3,200
学士
（社会学）

1.00 ―
平成
19年度

平成30年度入学定員減（△80
人）

　　子ども社会専攻 4 50 ― 220
学士
（社会学）

1.02 ―
平成
19年度

平成30年度入学定員減（△10
人）

文学部

　人文学科 4 980 ― 3,845
学士
（文学）

0.99 ―
平成
16年度

平成29年度入学定員増（75
人）（文学部人文学科）

理工学部 4 959
3年次

46
3,851 ― 0.99 ― ―

　電気電子工学科 4 154
3年次

12
628

学士
（工学）

0.98 ―
昭和
24年度

平成29年度入学定員増（12
人）

　機械工学科 4 173
3年次

10
699

学士
（工学）

0.97 ―
昭和
24年度

平成29年度入学定員増（13
人）

　環境都市工学科 4 166
3年次

4
332

学士
（工学）

0.97
平成
30年度

平成
30年度

（3年次編入学定員は令和2年
度より入学）

　都市システム工学科 4 ―
3年次

2
―

学士
（工学）

― ―
平成
16年度

平成30年度より学生募集停止
（3年次編入学定員は令和2年
度より学生募集停止）

　環境システム工学科 4 ―
3年次

2
―

学士
（工学）

― ―
平成
6年度

平成30年度より学生募集停止
（3年次編入学定員は令和2年
度より学生募集停止）

　電子光情報工学科 4 ― ― ―
学士
（工学）

― ―
平成
8年度

平成24年度より学生募集停止

　ロボティクス学科 4 90
3年次

6
365

学士
（工学）

1.01 ―
平成
8年度

平成29年度入学定員増（7
人）

　数理科学科 4 97 ― 381
学士
（理学）

0.97 ―
平成
12年度

平成29年度入学定員増（7
人）

　物理科学科 4 86
3年次

2
340

学士
（理学）

0.95 ―
平成
12年度

平成29年度入学定員増（6
人）

　電子情報工学科 4 102
3年次

8
416

学士
（工学）

0.97 ―
平成
16年度

平成29年度入学定員増（8
人）

　ﾏｲｸﾛ機械ｼｽﾃﾑ工学科 4 ― ― ―
学士
（工学）

― ―
平成
16年度

平成24年度より学生募集停止

　建築都市ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 4 91
3年次

4
363

学士
（工学）

1.01 ―
平成
16年度

平成29年度入学定員増（21
人）
（3年次編入学定員は令和元
年度より減△12人）

国際関係学部 4 360 ― 1,360 ― 0.93 ― ―

　国際関係学科 4 335 ― 1,310
学士
（国際関係
学）

0.94 ―
昭和
63年度

平成29年度入学定員増（30
人）

　ｱﾒﾘｶﾝ大学・立命館
　大学国際連携学科

4 25 ― 50
学士
（ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ国
際関係学）

0.44
平成
30年度

平成
30年度

　立命館大学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地

京都府京都市北区
等持院北町56番地
の1

滋賀県草津市野路
東1丁目1番1号

大阪府茨木市岩倉
町2番150号

京都府京都市北区
等持院北町56番地
の1

滋賀県草津市野路
東1丁目1番1号

京都府京都市北区
等持院北町56番地
の1

京都府京都市北区
等持院北町56番地
の1
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政策科学部

　政策科学科 4 410 ― 1,590
学士
（政策科学）

1.01 ―
平成
6年度

平成29年度入学定員増（50
人）

情報理工学部 4 475
3年次

40
1,945 ― 0.98 ― ―

　情報理工学科 4 475
3年次

40
1,465

学士
（工学）

0.95
平成
29年度

平成
29年度

　情報システム学科 4 ― ― ―
学士
（工学）

― ―
平成
16年度

平成29年度より学生募集停止

　情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 4 ― ― ―
学士
（工学）

― ―
平成
16年度

平成29年度より学生募集停止

　メディア情報学科 4 ― ― ―
学士
（工学）

― ―
平成
16年度

平成29年度より学生募集停止

　知能情報学科 4 ― ― ―
学士
（工学）

― ―
平成
16年度

平成29年度より学生募集停止

映像学部

　映像学科 4 160 ― 630
学士
（映像学）

1.00 ―
平成
19年度

平成29年度入学定員増（10
人）

薬学部 6 100 ― 600 ― 1.01 ― ― 6年制学科

4 60 ― 240 ― 0.98 ― ― 4年制学科

　薬学科 6 100 ― 600
学士
（薬学）

1.01 ―
平成
20年度

　創薬科学科 4 60 ― 240
学士
（薬科学）

0.98 ―
平成
27年度

生命科学部 4 325 ― 1,255 ― 0.99 ― ―

　応用化学科 4 111 ― 413

学士
（理学）
学士
（工学）

1.01 ―
平成
20年度

平成29年度入学定員増（31
人）

　生物工学科 4 86 ― 338
学士
（工学）

1.00 ―
平成
20年度

平成29年度入学定員増（6
人）

　生命情報学科 4 64 ― 252

学士
（理学）
学士
（工学）

0.90 ―
平成
20年度

平成29年度入学定員増（4
人）

　生命医科学科 4 64 ― 252
学士
（理学）

1.03 ―
平成
20年度

平成29年度入学定員増（4
人）

スポーツ健康科学部

　スポーツ健康科学科 4 235 ― 925
学士
（ｽﾎﾟｰﾂ健康
科学）

1.04 ―
平成
22年度

平成29年度入学定員増（15
人）

総合心理学部

　総合心理学科 4 280 ― 1,120
学士
（心理学）

1.02
平成
28年度

平成
28年度

食マネジメント学部

　食マネジメント学科 4 320 ― 640
学士
（食マネジメ
ント）

0.94
平成
30年度

平成
30年度

グローバル教養学部

 グローバル教養学科 4 100 ― 100
学士
（ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ教
養学）

0.23
平成
31年度

平成
31年度

大学全体
4
6

7,849 86 30,866 ― 0.94 ― ― ―

法学研究科

　法学専攻

　　博士課程前期課程 2 60 ― 120
修士
（法学）

0.36 ―
昭和
25年度

　　博士課程後期課程 3 10 ― 30
博士
（法学）

0.10 ―
昭和
28年度

経済学研究科

　経済学専攻

　　博士課程前期課程 2 50 ― 100
修士
（経済学）

0.76 ―
昭和
25年度

　　博士課程後期課程 3 5 ― 15
博士
（経済学）

1.00 ―
昭和
39年度

経営学研究科

　企業経営専攻

　　博士課程前期課程 2 60 ― 120
修士
（経営学）

0.58 ―
昭和
41年度

　　博士課程後期課程 3 15 ― 45
博士
（経営学）

0.15 ―
昭和
41年度

社会学研究科

　応用社会学専攻

　　博士課程前期課程 2 60 ― 120
修士
（社会学）

0.45 ―
昭和
47年度

　　博士課程後期課程 3 15 ― 45
博士
（社会学）

0.32 ―
昭和
49年度

京都府京都市北区
等持院北町56番地
の1

大阪府茨木市岩倉
町2番150号

滋賀県草津市野路
東1丁目1番1号

滋賀県草津市野路
東1丁目1番1号

滋賀県草津市野路
東1丁目1番1号

滋賀県草津市野路
東1丁目1番1号

大阪府茨木市岩倉
町2番150号

滋賀県草津市野路
東1丁目1番1号

大阪府茨木市岩倉
町2番150号

京都府京都市北区
等持院北町56番地
の1

滋賀県草津市野路
東1丁目1番1号

大阪府茨木市岩倉
町2番150号

京都府京都市北区
等持院北町56番地
の1
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文学研究科

　人文学専攻

　　博士課程前期課程 2 70 ― 140
修士
（文学）

0.57 ―
平成
18年度

　　博士課程後期課程 3 20 ― 60
博士
（文学）

0.68 ―
平成
18年度

　行動文化情報学専攻

　　博士課程前期課程 2 35 ― 70
修士
（文学）

0.32 ―
平成
26年度

　　博士課程後期課程 3 15 ― 45
博士
（文学）

0.08 ―
平成
26年度

理工学研究科

　基礎理工学専攻

　　博士課程前期課程 2 50 ― 100

修士
（理学）
修士
（工学）

0.89 ―
平成
18年度

　　博士課程後期課程 3 6 ― 18

博士
（理学）
博士
（工学）

0.71 ―
平成
24年度

　電子システム専攻

　　博士課程前期課程 2 140 ― 280
修士
（工学）

0.84 ―
平成
24年度

　　博士課程後期課程 3 8 ― 24
博士
（工学）

0.62 ―
平成
24年度

　機械システム専攻

　　博士課程前期課程 2 140 ― 280
修士
（工学）

0.96 ―
平成
24年度

　　博士課程後期課程 3 11 ― 33
博士
（工学）

0.45 ―
平成
24年度

　環境都市専攻

　　博士課程前期課程 2 120 ― 240
修士
（工学）

0.62 ―
平成
24年度

　　博士課程後期課程 3 15 ― 45
博士
（工学）

0.28 ―
平成
24年度

国際関係研究科

　国際関係学専攻

　　博士課程前期課程 2 60 ― 120
修士
（国際関係
学）

0.75 ―
平成
4年度

　　博士課程後期課程 3 10 ― 30
博士
（国際関係
学）

0.70 ―
平成
6年度

政策科学研究科

　政策科学専攻

　　博士課程前期課程 2 40 ― 80
修士
（政策科学）

0.58 ―
平成
9年度

　　博士課程後期課程 3 15 ― 45
博士
（政策科学）

0.41 ―
平成
11年度

応用人間科学研究科

　応用人間科学専攻

　　修士課程 2 ― ― ―
修士
（人間科学）

― ―
平成
13年度

平成30年度より学生募集停止

言語教育情報研究科

　言語教育情報専攻

　　修士課程 2 60 ― 120
修士
（言語教育情
報学）

0.61 ―
平成
15年度

ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究科

　ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻

　　博士課程前期課程 2 70 ― 140
修士
（技術経営）

0.90 ―
平成
17年度

　　博士課程後期課程 3 5 ― 15
博士
（技術経営）

1.40 ―
平成
18年度

公務研究科

　公共政策専攻

　　修士課程 2 ― ― ―
修士
（公共政策）

― ―
平成
19年度

平成30年度より学生募集停止

ｽﾎﾟｰﾂ健康科学研究科

　ｽﾎﾟｰﾂ健康科学専攻

　　博士課程前期課程 2 25 ― 50
修士
（スポーツ
健康科学）

1.14 ―
平成
22年度

　　博士課程後期課程 3 8 ― 24
博士
（スポーツ
健康科学）

0.79 ―
平成
24年度

滋賀県草津市野路
東1丁目1番1号

京都府京都市北区
等持院北町56番地
の1

京都府京都市北区
等持院北町56番地
の1

大阪府茨木市岩倉
町2番150号

京都府京都市北区
等持院北町56番地
の1

京都府京都市北区
等持院北町56番地
の1

大阪府茨木市岩倉
町2番150号

京都府京都市中京
区西ノ京東栂尾町
8番地

滋賀県草津市野路
東1丁目1番1号
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映像研究科

　映像専攻

　　修士課程 2 10 ― 20
修士
（映像）

0.90
平成
23年度

情報理工学研究科

　情報理工学専攻

　　博士課程前期課程 2 200 ― 400
修士
（工学）

0.92 ―
平成
24年度

　　博士課程後期課程 3 15 ― 45
博士
（工学）

0.70 ―
平成
24年度

生命科学研究科

　生命科学専攻

　　博士課程前期課程 2 150 ― 300

修士
（理学）
修士
（工学）

1.01 ―
平成
24年度

　　博士課程後期課程 3 15 ― 45

博士
（理学）
博士
（工学）

0.46 ―
平成
24年度

先端総合学術研究科

　先端総合学術専攻

　　一貫制博士課程 5 30 ― 150
博士
（学術）

0.27
平成
15年度

薬学研究科

　薬学専攻

　　博士課程 4 3 ― 12
博士
（薬学）

1.16 ―
平成
26年度

人間科学研究科

　人間科学専攻

　　博士課程前期課程 2 65 ― 130

修士
（人間科学）
修士
（心理学）

0.88
平成
30年度

平成
30年度

　　博士課程後期課程 3 20 ― 40

博士
（人間科学）
博士
（心理学）

1.22
平成
30年度

平成
30年度

法務研究科

　法曹養成専攻

　　専門職学位課程 3 70 ― 210
法務博士
（専門職）

0.44 ―
平成
16年度

経営管理研究科

　経営管理専攻

　　専門職学位課程 2 80 ― 160
経営修士
（専門職）

0.64 ―
平成
18年度

教職研究科

　実践教育専攻

　　専門職学位課程 2 35 ― 70
教職修士
（専門職）

0.91 ―
平成
29年度

大学院全体

2
3
4
5

1,891 ― 4,136 ― 0.67 ― ― ―

大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍

人

アジア太平洋学部

　アジア太平洋学科 4 660

2年次
12

3年次
18

2,652
学士
（アジア太平
洋学）

0.94
平成
29年度

平成
12年度

平成29年度入学定員増（60
人）

国際経営学部

　国際経営学科 4 660

2年次
22

3年次
31

2,708
学士
（経営学）

0.86
平成
29年度

平成
12年度

平成29年度入学定員増（60
人）

大学全体 4 1,320 83 5,360 ― 0.90 ― ― ―

滋賀県草津市野路
東1丁目1番1号

京都府京都市北区
等持院北町56番地
の1

滋賀県草津市野路
東1丁目1番1号

滋賀県草津市野路
東1丁目1番1号

京都府京都市北区
等持院北町56番地
の1

大阪府茨木市岩倉
町2番150号

京都府京都市中京
区西ノ京東栂尾町
8番地

大阪府茨木市岩倉
町2番150号

京都府京都市中京
区西ノ京東栂尾町
8番地

　立命館アジア太平洋大学

学位又
は称号

平均入学
定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

大分県別府市十文
字原1丁目1番

大分県別府市十文
字原1丁目1番
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アジア太平洋研究科

　アジア太平洋学専攻

　　博士課程前期課程 2 15 ― 30
修士
（アジア太平
洋学）

0.60 ―
平成
15年度

　　博士課程後期課程 3 10 ― 30
博士
（アジア太平
洋学）

0.35 ―
平成
15年度

　国際協力政策専攻

　　博士課程前期課程 2 45 ― 90
修士
（国際協力政
策）

0.30 ―
平成
15年度

経営管理研究科

　経営管理専攻

　　修士課程 2 40 ― 80
修士
（経営管理）

0.24 ―
平成
15年度

大学院全体
2
3

110 ― 230 ― 0.37 ― ― ―

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学（大学院含む）、短期大学及び

　　　　高等専門学校についてそれぞれの学校ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。

　　　　（専攻科及び別科を除く）。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　・本年度ＡＣ対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　・「平均入学定員超過率」の考え方は「大学設置等に係る提出書類の作成の手引き（平成31年度改訂版）」と同じです。

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を

　　　　記入してください。

大分県別府市十文
字原1丁目1番

大分県別府市十文
字原1丁目1番
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（１）ー②担当教員表に関する変更内容

【平成３０年度】

　　　　 　　　　

　　　　 　　　　

・國枝 里美教授において、担当科目の見直しにより1科目追加
・早川 貴教授において、担当科目の見直しにより1科目削除
・本田 豊教授において、担当科目の見直しにより2科目削除
・松原 豊彦教授において、担当科目の見直しにより2科目削除
・南 直人教授において、担当科目の見直しにより1科目削除
・鎌谷 かおる准教授において、担当科目の見直しにより1科目追加
・木村　裕樹准教授において、担当科目の見直しにより1科目追加・2科目削除
・野中 朋美准教授において、担当科目の見直しにより1科目削除
・遠藤 英樹（兼担）教授において、担当科目の配当年次が3年次以上のみのため、就任を平成30年4月から平成32年4月に変更
・大坂 博幸（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・大西 祥世（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・加國 尚志（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・金丸 裕一（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により担当科目の変更
・川方 裕則（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により担当科目を1科目削除
・川村 健一郎（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・北尾 宏之（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・北岡 明佳（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・吉  洪（兼担）教授において、担当科目の配当年次が3年次以上のみのため、就任を平成30年4月から平成32年4月に変更
・君島 東彦（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・権 学俊（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・GRAEWE GUDRUN（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・後藤 一成（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・斎藤 真緒（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・佐々 充昭（兼担）教授において、担当科目の配当年次が3年次以上のみのため、就任を平成30年4月から平成32年4月に変更
・重森 臣広（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・末近 浩太（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・瀧本 和成（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・鄭 雅英（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により担当科目を2科目削除
・鳥居 朋子（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・仲井 邦佳（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・中村(日暮)ちどり（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・西林 孝浩（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・西村 めぐみ（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退

・盧 載玉（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・花崎（花﨑） 知則（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・福間 良明（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・藤田 智弘（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・藤原(松尾)智栄美（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・堀 雅晴（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・堀江(荻野)未来（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により担当科目を3科目削除
・本田 稔（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・松原 洋子（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・松本 朗（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・松本 保宣（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・南野 泰義（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・峯元 高志（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・山崎 有恒（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により担当科目を2科目削除
・湯山 智之（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・吉田 友彦（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・米山 裕（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・安保 寛尚（兼担）准教授において、所属学部（機関）の都合により担当科目の変更
・石川 （児玉）涼子（兼担）准教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・上田 憲嗣（兼担）准教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・小田 美佐子（兼担）准教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・O’NEILL BYRON L.（LESTER）（兼担）准教授において、担当科目の配当年次が2年次以上のみのため、就任を平成30年4月から平成31年4月に変更
・金 友子（兼担）准教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・崎山 治男（兼担）准教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・TAILLANDIER DENIS（兼担）准教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・千川 哲生（兼担）准教授において、担当科目の配当年次が2年次以上のみのため、就任を平成30年4月から平成31年4月に変更
・長澤 麻子（兼担）准教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・永浜 明子（兼担）准教授において、所属学部（機関）の都合により担当科目の変更
・中村(安田)真悟（兼担）准教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・長谷川 賢（兼担）准教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・花岡 和聖（兼担）准教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・林 芳紀（兼担）准教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・松尾 剛（兼担）准教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退

・三須 祐介（兼担）准教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・山口 洋典（兼担）准教授において、所属学部（機関）の都合により担当科目を2科目削除
・山崎 文徳（兼担）准教授において、所属学部（機関）の都合により就任辞退
・山中 司（兼担）准教授において、所属学部（機関）の都合により担当科目を2科目追加
・紀國 洋（兼担）教授において、新しく科目を担当することとなり就任
・中村 彰憲（兼担）教授において、新しく科目を担当することとなり就任
・PRESTON NATHANIEL H.（兼担）教授において、新しく科目を担当することとなり就任
・以下の教員を新しく任用
木本 伸（兼担）教授、田中 力（兼担）教授、曹 瑞林（兼担）教授、手嶋 教之（兼担）教授、黒木 正樹（兼担）教授、西山 昭彦（兼担）教授、飯田 和敏（兼担）教授、二宮
周平（兼担）教授、辻下 徹（兼担）教授、高橋 博幸（兼担）教授、唐鎌 直義（兼担）教授、金森 雅夫（兼担）教授、藤 健一（兼担）教授、佐藤 善治（兼担）教授、稲葉 和
夫（兼担）教授、浅田 和史（兼担）教授、今田 治（兼担）教授、塚口 博司（兼担）教授、遠藤 保子（兼担）教授、兵藤 友博（兼担）教授、生田 真人（兼担）教授、高尾 克
樹（兼担）教授、田中 祐二（兼担）教授、坂本 利子（兼担）教授、薬師寺 公夫（兼担）教授、羽谷 沙織（兼担）准教授、吉田 満梨（兼担）准教授、村上 剛（兼担）准教
授、藤本 学（兼担）准教授、秋吉 恵（兼担）准教授、石塚 健（兼担）准教授、田辺 加恵（兼担）准教授、KANDUBODA P. B（兼担）准教授、菅 唯志（兼担）助教、平野 史朗
（兼担）助教、福谷 充輝（兼担）助教、正木 聡（兼担）助教、寺田 昌史（兼担）助教、佐藤 隆彦（兼担）助教、有光 琢磨（兼担）助教、金 成恩（兼担）助教、宮下 聖史
（兼担）講師、近藤 雪絵（兼担）講師、山下 美朋（兼担）講師、船田 智史（兼担）講師、POND CHRISTOPHER（兼担）、南 裕恵（兼担）講師、小林 香保里（兼担）講師、
ARRIETA DANIEL（兼担）講師、EDSALL DOMINIC GUY（兼担）講師、PORST JACQUELINE（兼担）講師、THANYAWATPOKIN BEN（兼担）講師、妹尾 智美（兼担）講師、青木 幸子（兼
担）講師、KENNEDY OLIVIA（兼担）講師、EDWARDS LORAN（兼担）講師、丸田 祥一（兼担）講師、山本 由実（兼担）講師、VIGNERON CAROLINE（兼担）講師、瀬戸 義隆（兼担）
講師、NGUYEN MULIA TEGUH（兼担）講師、MEYER PAUL ANDRE（兼担）講師、陳 敏（兼担）講師、上田 俊介（兼担）講師、大河内 瞳（兼担）講師、篠原 康男（兼担）講師、大
島 雄治（兼担）講師、古屋 孝生（兼担）講師、LIM CHRISTINA（兼担）講師、神田 浩史（兼任）講師、青木 アンヘリカ（兼任）講師、村本 容子（兼任）講師、FARON ANTOINE
（兼任）講師、青柳 雅文（兼任）講師、中山 明子（兼任）講師、中山 悌一（兼任）講師、藤田 悟（兼任）講師、水谷 憲一（兼任）講師、中野 克彦（兼任）講師、サバティ
ニ 容子（兼任）講師、安 聖民（兼任）講師、後藤 久美子（兼任）講師、前田 悦子（兼任）講師、藤枝 美穂（兼任）講師、田中 善紀（兼任）講師、北村 亜耶（兼任）講師、
岡本 絹子（兼任）講師、川本 真也（兼任）講師、岡田 悠佑（兼任）講師、久米 朋子（兼任）講師、阪上 潤（兼任）講師、岩瀬 雅紀（兼任）講師、吉原 あけみ（兼任）講
師、由水 千景（兼任）講師、SONG EUN YOUNG（兼任）講師、仁子 寿晴（兼任）講師、磯部 淳史（兼任）講師、加登本 仁（兼任）講師、平野 敬和（兼任）講師、GEORGIOU
GEORGIOS（兼任）講師、大和 文雄（兼任）講師、OLSSON DANIEL THOMAS（兼任）講師、高木 敏美（兼任）講師、長澤 高明（兼任）講師、新野 守（兼任）講師、福井 雅美（兼
任）講師、巳波 義典（兼任）講師、平尾 昌宏（兼任）講師、藤井 美恵子（兼任）講師、井上 恵子（兼任）講師、安田 晋也（兼任）講師、中川 節子（兼任）講師、齋藤 真司
（兼任）講師、上出 浩（兼任）講師、長内 優美子（兼任）講師、李 雨洲（兼任）講師、島津 良子（兼任）講師、梶居 佳広（兼任）講師、池田 知加（兼任）講師、橋本 正志
（兼任）講師、岡田 律子（兼任）講師、山口 未歩（兼任）講師、玉尾 文代（兼任）講師、由井 秀樹（兼任）講師、佐藤 彰宣（兼任）講師、山川 卓（兼任）講師、村上 智里
（兼任）講師、宋 基榮（兼任）講師、森 亮資（兼任）講師、呉 英玉（兼任）講師、梁 玉萍（兼任）講師、増田 晶子（兼任）講師、近藤 正憲（兼任）講師、樫本 喜一（兼
任）講師、塩谷 尚子（兼任）講師、辻本 桜子（兼任）講師、山岡 瞳（兼任）講師、苫名 悠（兼任）講師、VASQUEZ CLAUDIO（兼任）講師、KOBYLACK ROBERT（兼任）講師、
チョン ヒョンジョン（兼任）講師、片山 浩史（兼任）講師、RANA GABRIELLA（兼任）講師、POZZI CARLO EDOARDO（兼任）講師、早川 清（兼任）講師、酒井 達雄（兼任）講
師、藤岡 惇（兼任）講師、山崎 正史（兼任）講師、村上 由利子（兼任）講師、前大 純朗（兼任）講師
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（注）・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除してください。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は、当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し、

　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。

　　　　なお、設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は、「教員審査省略」と記入してください。

【令和元年度】
・朝倉 敏夫教授において、担当科目の見直しにより1科目追加
・天野 耕二教授において、担当科目の見直しにより2科目削除
・阿良田 麻里子教授において、担当科目の見直しにより1科目削除
・石田 雅芳教授において、担当科目の見直しにより1科目追加・2科目削除
・大和田 和治教授において、担当科目の見直しにより4科目削除
・國枝 里教授において、担当科目の見直しにより1科目追加・2科目削除
・清水 裕子教授において、担当科目の見直しにより1科目追加・5科目削除
・田中 浩子教授において、担当科目の見直しにより1科目追加・2科目削除
・新山 陽子教授において、担当科目の見直しにより2科目削除
・早川 貴教授において、担当科目の見直しにより2科目追加・3科目削除
・本田 豊教授において、担当科目の見直しにより3科目削除
・増山 律子教授において、担当科目の見直しにより2科目追加・2科目削除
・松原 豊彦教授において、担当科目の見直しにより2科目削除
・南 直人教授において、担当科目の見直しにより1科目追加・1科目削除
・和田 有史教授において、担当科目の見直しにより1科目追加・3科目削除
・小沢 道紀準教授において、担当科目の見直しにより1科目削除
・鎌谷 かおる准教授において、担当科目の見直しにより1科目追加
・保井 智香子準教授において、担当科目の見直しにより1科目削除
・吉積 巳貴の職位を准教授から教授に変更
・吉積 巳貴教授において、担当科目の見直しにより1科目追加
・YOTOVA, Maria Ivanova准教授において、担当科目の見直しにより1科目追加
・平成３１年４月本田 智巳助教就任。平成３０年１１月教員審査済み
・大野 裕（兼担）教授において、担当科目の見直しにより5科目追加・4科目削除
・金丸 裕一（兼担）教授において、担当科目の見直しにより1科目追加・1科目削除
・川方 裕則（兼担）教授において、担当科目の見直しにより1科目削除
・GRAEWE GUDRUN（兼担）教授において、担当科目の見直しにより1科目追加・6科目削除
・鄭 雅英（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により担当科目を2科目削除
・鳥居 朋子（兼担）教授において、担当科目の見直しにより1科目削除
・中川 洋子（兼担）教授において、担当科目の見直しにより4科目削除
・中村(日暮)ちどり（兼担）教授において、担当科目の見直しにより2科目追加
・細貝 健司（兼担）教授において、担当科目の見直しにより2科目追加
・堀江(荻野)未来（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により担当科目を3科目削除
・山崎 有恒（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により担当科目を2科目削除

・以下の（兼担）教授を任用
紀國 洋、中村 彰憲、木本 伸、田中 力、曹 瑞林、手嶋 教之、黒木 正樹、西山 昭彦、飯田 和敏、二宮 周平、辻下 徹、高橋 博幸、唐鎌 直義、金森 雅夫、佐藤 善治、稲葉
和夫、浅田 和史、塚口 博司、兵藤 友博、生田 真人、田中 祐二、坂本 利子、薬師寺 公夫、岡本 直輝、沖 裕貴、宮本 十至子、黒川 清登、山岡 憲史、山岸 典子、田口 道
昭、島田 幸司、中島 淳、古川 彰、小幡 範雄、仲間 裕子、東山 篤規、萩原 啓、薄井 道正、文 京洙、龍澤 邦彦、鈴木 桂子
・安保 寛尚（兼担）准教授において、所属学部（機関）の都合により担当科目の変更
・永浜 明子（兼担）准教授において、所属学部（機関）の都合により担当科目の変更
・山口 洋典（兼担）准教授において、所属学部（機関）の都合により担当科目を1科目追加・3科目削除
・山中 司（兼担）准教授において、所属学部（機関）の都合により担当科目を2科目追加
・以下の（兼担）准教授を任用
羽谷 沙織、吉田 満梨、藤本 学、秋吉 恵、石塚 健、田辺 加恵、KANDUBODA P. B、田原 憲和、豊田 祐輔、杉浦 香織、河井 亨、HAIMES PAUL WILLIAM、長田 尚子、
・以下の（兼担）助教を任用
平野 史朗、福谷 充輝、正木 聡、有光 琢磨、金 成恩、苅谷 千尋、JOHNSON CHRISTOPHER、石原 悠子、MARQUEZ GIAN POWELL
・山下 美朋の職位を講師から准教授に変更
・以下の（兼担）講師を任用
ARRIETA DANIEL、CISNEROS MANUEL、EDSALL DOMINIC GUY、EDWARDS LORAN、FASSBENDER ISABEL、KENNEDY OLIVIA、MEYER PAUL ANDRE、NGUYEN MULIA TEGUH、POND CHRISTOPHER、
SAUCEDO DANIEL、THANYAWATPOKIN BEN、VIGNERON CAROLINE、阿部 沙織、宮下 聖史、宮脇 かおり、近藤 雪絵、金 仁姫、古屋 孝生、山本 由実、篠原 康男、小林 香保里、瀬
戸 義隆、青木 幸子、増田 展大、大島 雄治、張 黎、長 憲一郎、陳 敏、塚本 瑞香、田村 彩子、南 裕恵、妹尾 智美、林嵜 伸二
・以下の（兼任）講師を任用
FARON ANTOINE、GEORGIOU GEORGIOS、HOSBACH JOSEPH M.、KOPP STEPHANIE ANNA、NEGRON ROBERTO、OLSSON DANIEL THOMAS、POZZI CARLO EDOARDO、RANA GABRIELLA、SONG EUN
YOUNG、WONG RAYMOND HO SANG、サバティニ 容子、安 聖民、安井 大輔、伊藤 恵子、井上 恵子、井上 泰也、宇佐美 彰規、塩谷 尚子、塩谷 直史、横川 拓海、岡崎 滋樹、岡
田 悠佑、岡田 律子、岡本 絹子、岡野 真裕、花井 友美、樫本 喜一、梶居 佳広、岩瀬 雅紀、吉原 あけみ、久米 朋子、玉尾 文代、近藤 正憲、呉 英玉、後藤 久美子、高木
敏美、佐々木 利廣、阪上 潤、山口 未歩、山崎 正史、山川 卓、柴田 淳郎、酒井 達雄、松井 聖一郎、上原 健太郎、上出 浩、新野 守、森 亮資、森 類臣、神澤 克徳、仁子
寿晴、水谷 憲一、杉山 敬、西原 茂樹、青木 アンヘリカ、青柳 雅文、川本 真也、前大 純朗、前田 悦子、宋 基榮、早川 清、増田 晶子、村山 皓、村上 智里、村上 由利
子、大和 文雄、瀧 千波、池田 知加、竹垣 淳也、中川 節子、長谷川 夏輝、長澤 高明、田中 善紀、島津 良子、藤井 美恵子、藤岡 惇、藤枝 美穂、藤田 悟、苫名 悠、梅本
英二、樋口 摩彌、福井 雅美、福間 真央、兵藤 友博、平尾 昌宏、片山 浩史、豊吉 巧也、北村 亜耶、巳波 義典、由井 秀樹、由水 千景、李 雨洲、梁 京姫、梁 玉萍、林 茂
澤、鷲尾 祐子、齋藤 真司
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